
№
担当
内線

２ － １ － ３

令和 3 年度 ～ 5 年度 36,600 千円

歳出科目：05.01.06.02.55
千円

14,362 千円

市費
14,362 千円
国費

0 千円

県費 令和元年度 令和２年度 令和３年度 単位

0 千円 　― 　― 　― 　―
　― 　― 　― 　―

その他
0 千円

15,723 千円

令和３年度 単位

実績値 ― ―
目標値 ― ―
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観点別評価

必要性 有効性

大きい

②市民ニーズ 高い ⑤成果向上の余地

改善推進

防災重点ため池の耐震整備の推進を加速しながら、豪雨対策整備事業も着手していきたい。

Ｄ
決算額 得られた成果

⑥類似事業の有無

妥当 ④上位施策への貢献

課
題
の
整
理

⑦コスト
削減余地

Ａ
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後
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向
性
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価
項
目
（
決
算
時
に
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成
）

近隣住民の安心・安全の確保、近隣農地への被害防止及び土砂の流入防止に
より、ため池の機能改善が図られた。

得
ら
れ
た
成
果
と
実
績

値

成果指標

地域住民の生命財産を守る

Ｃ

事業の
評価・課題

B

防災重点ため池である午ヶ池の耐震整備工事に着手することが出来た。また、経年
劣化により改修が必要となった山神池の工事を完了し、池の機能回復が図られた。

効率性
①市の関与の妥当性

③休廃止の影響

今後の事業
の方向性

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

Ｐ
総合計画： 単位施策： 農業

予
算
見
積
書
で
活
用

農業用施設であるため池が被災した際に地域住民の生命財産等を守るため。財源内訳

総
合
計
画
と
の
関
係
性
と
予
算
根
拠

３か年実施計画（当該年度事業費等）： 18,500

事業概要等

事業概要：

防災重点ため池に指定されたため池（２７池）の耐震点検・調査
を実施した結果、耐震整備が必要となったため池（３池）の工事
を行う。また、防災重点ため池に指定されていないため池は、た
め池の堤体部分及び護岸が長年の浸食により崩れている箇所が確
認されているため、愛知用水関連のため池でもあり地元からの要
望もあるため、護岸整備を図っていく。

事業目的：
地震によるため池などの農業水利施設が被災し、ため池の決壊により農地、農業
用施設への被害だけでなく、地域住民の生命財産等を守るために実施する。
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標
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目
（
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上
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全体事業期間： 全体事業費等：

会計 一般会計

事業内容：
実施設計（東・西午ケ池）、ため池護岸整備工事（山神池）、横
川池耐震診断他

問題点・
課題等：

なし

予算額 主要事業とする理由

得られる成果

近隣住民の安心・安全の確保、近隣農地への被害防止及び土砂の流入防止に
より、ため池の機能改善が図られる。

目標値や目指すべき状態

地域住民の生命財産を
守る

実績値

令和４年度(令和３年度実施事業分)主要事業評価シート 13-8

PDCA 主要事業名
農業用ため池保全・防災

減災対策事業
部課名 市民経済部産業課

榊原
317


